
【比例代表】

当日有権者数

投票率

得票数 得票数 得票数

自由民主党 1458万2,690 26.7 149万8,632 23.6 22,326 23.5

立憲民主党 1156万4,221 21.1 129万8,166 20.5 16,377 17.2

国民民主党 617万2,434 11.3 94万5,460 14.9 14,657 15.4

公明党 596万4,415 10.9 57万3,191 9.0 10,843 11.4

日本維新の会 510万5,127 9.3 51万6,610 8.1 8,051 8.5

れいわ新選組 380万5,060 6.9 45万1,865 7.1 6,348 6.7

日本共産党 336万2,966 6.1 49万8,565 7.9 8,634 9.1

参政党 187万  347 3.4 23万7,271 3.7 2,997 3.1

日本保守党 114万5,622 2.1 20万1,770 3.2 3,417 3.6

社会民主党 93万4,598 1.7 9万6,302 1.5 1,182 1.2

その他 未集計 0.5 2万3,784 0.5 315 0.3

計 未集計 100.0 634万1,616 100.0 95,147 100.0

得票率(％) 得票率(％) 得票率(％)

56.06% 56.25%

1億388万749人

53.85%

全国 東京都 荒川区

1153万2,823人 17万2,466人

10月27日(日)投開票で12日間の参議院選挙が終了。みなさん、ご協力あり
がとうございました。裏金問題で退陣に追い込まれた岸田首相から石破新首
相のもと10月９日に解散、就任８日後の解散は戦後最短。お金と政治、物価
高で深刻なくらしを守る政策転換など問われた選挙でした。
結果は、自公が衆院の過半数を下回り、改憲勢力は2/3以下に。
比例代表選挙の各政党の得票状況は以下のようになりました。

荒川区の自公の得票
率は34.9％と３割台に
減少し、野党が65％に。
立憲が10.1→17.2％、
国民民主が4.4→15.4
％、共産党11％→9.1
％、維新14.6→8.5％、
れいわ6.7％など多党
化で区民の声
が多様化。

投票率は全国53.85％（前回21年比－2.08）・東京
都56.06％（同－1.15）・荒川区56.25％（同＋0.22）で、全

国・都とも下がりましたが、荒川区は微増です。期日前投票は全国で37％、都・区で35
％にのぼり、４割近くが期日前に投票。一方で全国の約４割の投票所が投票終了時間の
繰り上げを行うなど、投票の権利が保障されているか疑問の声もあります。

小選挙区制度で７割近くが死票で、政治に期待しな
いと棄権も５割近い。でも国民の声を生かすのは最後

は選挙です。日本共産党も必要な反省や課題を検討して次に備えたい。
身近なところから役立つよう、がんばります。（裏面に続きます→）
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ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は、

毎月第２木曜18時から。平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前、電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５－１－６－２階 ☎３８０７－４１９２

南千住６丁目のスーパーライフ裏のマンション建設工事が、11月から始まります。
事業者は日神不動産(株)、三信
住建(株)、(株)ランドアクシスの
３社。敷地面積1,702㎡に５階建
て（高さ14.95ｍ）を２棟建設す
る計画で、それぞれ１ＬＤＫ～３
ＬＤＫの39戸・25戸の計64戸、駐
輪場102台・駐車場14台を予定。
工期は「11月26日～2026年４月30
日」としています。

６月末に、これまであったＴＭＣビルの解体・マンション建
設をお知らせした際、住民のみなさんから工事のトラック進入
や解体によるアスベストの飛散、建設されるマンションによる
景観などの心配の声も出
されていました。８月に
は事業者から近隣へ住民

説明会も行われたようです。

区内でマンション建設が続いており、南千住地
域でも50戸以上の中規模マンション建設がすすん
でいます。４か所とも2025年後半～26年前半竣工

予定とのことで、児童増によ
る保育園、幼稚園や小中学校
の入園・入学への影響も心配。
子どもたちのゆとりある保育・
教育環境の整備に、まちづくりの面からも検討が必要と思います。
千住大橋の足立区側でも42階建て・462戸のタワマンを建設中、
南千住からもよく見えるので気になります。



小学校
(２４校)

中学校
(１０校)

年間 13㌧ 3.5㌧

１日あたり（※） 65㎏ 17.5㎏

１日・１校あたり平均 2.7㎏ 1.75㎏

※授業日数を２００日とした場合

★区立学校の牛乳廃棄量

メール頂きました。
「先日、汐入小学校で行われた『給食試食会』に参加。そこで知ったので
すが、汐入小学校の１日の牛乳の廃棄量はバケツ３杯分だそう。牛乳はコー
シン牛乳の小さなパック（200ml）で１人１パック配られますが、余った牛

乳は賞味期限内でも翌日への再利用はせず、毎日廃
棄しているそうで…もったいないと思いませんか？区全体でみ
ると、もっと多く廃棄されているはずです。
賞味期限の記載もある未開封なのに、冷蔵品だから管理が難
しいのかもしれませんがなんだか悲しくなりました。給食費が
無償化になったこの機会に、廃棄せずに済むよう見直してほし

い。他区ではどうしているのでしょうか」
給食の牛乳、昔はビンが

主流でしたが、今は紙パッ
クに変わっています。荒川の区立小中学校では昨
年度、給食で年間83㌧（小61㌧・中22㌧）の残食
が出ており、そのうち牛乳は16.5㌧。小学校で13
㌧、中学校で3.5㌧で、１校あたり平均の１日の廃
棄量は小2.7㎏・中1.75㎏となり、小学校で廃棄が多いようです。

給食の牛乳提供は「学校給食法」の規則で「給食はミルクを含
むもの」と規定され、さらに給食の栄養摂取基準で「１日に必要

なカルシウムの50％」を含むよう決められています。しかし、「アレルギー
ほどではないけれど体に合わない」など牛乳が苦手な子もいて、廃棄を減ら
すために選択制にするなどの自治体も出てきています。

荒川区では残食を事業者が引き取り飼料などに活用してい
るとのことですが、廃棄量を減らすための工夫を考えてみた
い。無償化で給食の予算削減や質の低下があってはならず、
内容の充実も求めています。他区の状況なども調査・研究し
てみます。みなさんのご意見もお寄せください。

衆議院選挙につづいて、11月３日告示・10日投票で荒川区長選挙と、区議会議員１
名の補欠選挙が行われます。現区長は引退し、新しい区長を選ぶ選挙です。

コミュニティバスの存続、駅前再開発のあり方
や災害対策、高すぎる介護保険料や子育て支援な

ど、区政の問題も山積。給食無償化など区民に資する施策は継続
し、もっと区民のくらし応援の区政に、みなさんと変えたい。選
挙つづきで投票に行くのも大変…でもみなさんの１票が大切。



【小選挙区】

岡本みつなり 60,100 27,730 松島みどり 39,599

（公明党・自民推薦） (33.2) (29.73) （自民党・公明推薦） (42.8)

木村たけつか 47,996 26,829 30,609

（立憲民主党） (26.5) (28.76) (33.1)

たるい良和 31,367 16,786

(国民民主） (17.3) (18.0)

えびさわ由紀 24,107 12,902 西村恵美 17,917

（日本維新の会） (13.3) (13.83) (19.4)

鈴木けんいち 17,325 9,029

（日本共産党） (9.6) (9.68)

その他 4,360

合　計 180,895 93,276 92,485

荒川区

当

（得票率％）

得票数 前回（21年）※14区

（得票率％）

東京29区

得票数

（得票率％）

裁判官名 不信任率(％)

 今崎 幸彦 11.46

 尾島 明 11.00

 宮川 美津子 10.51

 石兼 公博 10.00

 平木 正洋 9.97

 中村 愼 9.81

合計 10.46

・小選挙区…3,745票 （うち白票2,516票）

・比例代表…1,858票 （うち白票1,242票）

・国民審査…1,273票

　　無効票は…

小選挙区の2.6％

比例代表の1.3％
が白票

ご意見・ご質問頂きました ○「今回の選挙では、共産党としんぶん赤旗、上脇教授が自公政
治を追い詰め、とりわけ2000万円問題のスクープが激動を呼びました。でも共産党伸び悩みの結果
は残念。せめて赤旗購読で応援します」とメール頂きました。ありがとうございます。〇「共産党は、企業
献金も政党助成金もなし、いいことを言っていると思うのですが、ロシア、中国を思い起こすので、党名
を変えた方がいいのでは…」という声も。私たちは、どの時代も国の内外で、国民を抑圧する
体制を厳しく批判し、戦争に反対し自由と民主主義を貫く政党でがんばりたい。よろしく。

衆議院選挙の小選挙区の開票結果は表のようになりました。これまでの14
区（荒川・墨田・
台東の一部）か
ら新たに29区
（荒川・足立の
西側）となり初

めての選挙でした。
同時に行わ

れた最高裁裁
判官の国民審査は、辞めさせた
い裁判官に「×」をつけますが、
いずれも「×」は過半数を超え
ず「罷免」なしでした。

これまで国民審査で罷免された例はありませんが、「×」
が10％を超えた裁判官は2000年の審査以来24年ぶり、とのこ
と。審査の形骸化を指摘する声もあります
が、冤罪事件も相次ぎ、関心を持って国民
審査に望んだ方が増えたのでしょうか。
58年間も冤罪を訴え続けた袴田さんの再

審無罪判決は、捜査機関の捏造や裁判官の
判断で、ひとりの一生が左右される重大さを実感させました。捜査機
関も裁判所も人権を奪う冤罪を作らないよう、捜査の可視化や再審制
度、死刑制度の見直しとともに、国民が裁判所を見守るこの制度も大切にしたい。

今回の選挙では小選挙区で2,51
6票、比例で1,242票が白票でした。

白票は「投票率」には反映されるものの、候補者
名を記入することでさらに有効票にしてほしい。
「投票したい人がいない」と思わせる政党・候補
者の責任も重い。わたしも頑張ります。


